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　Pharmacy　education 　in　Japan　has　been　 reorganized 　into　a　 six−year　curriculum 　to　provide　the　clinical 　education 　 required

by　pharmacists　to　 actively 　pa面 cipate 　in　patient　care 　as　drug　1herapy　specialists ．　Problem−based　leaming （PBL ）is　a　highly

suitable 　method 　to　educate 　students 　rcgarding 　diverse　clinical 　issues　and 　in　Japan，　it　has　alrcady 　been　 recognized 　 as　a　uni −

versal 　 education 　method 　in　 the　fields　of　medicine 　 and 　 nursing ．　However ，　the　extent 　to　which 　PBL 　had　been　 adopted 　in

pharmacy　education 　had　not 　been　clear ．　In　ordor 　to　clarify 　the　present　situation 　and 　gain　information　on 　how 　to　achieve 　the

optimal 　use 　of 　PBL 　in　pharmacy 　education 　in　the　future，　we 　conducted 　a　questionnaire　survcy ，

　The　questionnaire　was 　sent 　to　deans　of 　pharmacy 　faculties　or　presidents　of 　universities 　of 　pharmacy （62　institutions）in

June　2005　and 　the　recovery 　rate 　was 　72，6％ （45　inslim重ions）．　It　was 　found　that　34％ （15　institutions）of　them 　had　 already

adopted 　PBL 　in　their　education 　programs ．　It　was 　being　used 　for　a　wide 　range 　of 　students 　and 　encompassed 　case 　histories

and 　various 　other 　themes 　and 　subjects 　ranging 　from　basic　subjects 　to　social　medicine
，　and 　various 　tutors　and 　fac重正itators

were 　involved．　As 　for　institutions　th乏取t　had 　not 　adopted 　PBL ，28％ （7　institutions）intended　to　do　so　soon ．　Further，66％ （29

instltutions）of 　alhnstitutions 　indicated　a　desire　to　adopt 　PBL 　in　thc　six −year　education 　curricul ロm ．　This　tendency 　was 　espe −

cially 　romarkablo 　for　privatc　institutions．

　 The 　 results 　of 　our 　survey 　 suggestcd 　that　PBL 　is　likely重o　become　increasingly　widespread 　in　hea且thcare−oriented 　phar−

macy 　education 　as 　weli 　as　in　medical 　education 　in　Japan ，

Key ｝vordsproblem −based 　leaming （PBL ），　phamlacy　education ，　clinical 　pharmacy ，
　survey

緒 言

　 日本 の 薬 学教育 は ，平 成18年4月 よ り4年制教育 か ら6

年制教育 に 改正 され た，こ の 改正 の 主 た る 目的は
， 社会

的な要請 と して ，臨床現場 で 貢献で きる薬剤師 を養成す

る こ とに あ る
1｝，した が っ て ，今後 の 薬学教育 に は，こ

れ まで の 創薬中心 の 教育 か ら，薬 の 専門家 と して 患 者 中

心 の 医療 を実践す る た め の 医療薬学教育の 充実が 求 め ら

れ て い る，こ の 教育 に は 従来の 知 識教育 に偏 っ た カ リ

キ ュ ラ ム で は な く，薬 剤 師の 養成 に必 要 な 知識 ・技能 ・

態度 に 関連 した教育を組 み 込 ん だ統合的なカ リキ ュ ラ ム

に よ る実 践 的 な臨 床 能 力 を培 うた め の 教育が 不 可 欠 で あ

る．平成 14年に 日本薬学会が 提示 し た モ デ ル ・コ ア カ リ

キ ュ ラ ム
1〕
で は，従来の 「教員主体」か ら 「学習者主 体」

の 教育 に 編成 され ，知識偏重 の 内容で な く，新 た に 技

能
・
態度教 育の 到 達 目標 が 盛 り込 まれ て い る が ，そ の 具

体的な 教育方法は お の お の の大学 に
一
任 され て い る．一

方，医学教育で は従来の 知識詰め 込 み 型の 教育から，医

学 ・医療の 進 歩 に 対 応で きる応用力 を備 え た基本知識 の

土 台作 りと新 しい 課題 に対応 で きる 自己学習能力，問題

解決能力の 養成 が 求め られ て お り，この 教育改善の 方略

の ひ と つ と し て 問題 基 盤 型 学 習 で あ る PBL （problem −

based　learning）テ ユ
ートリア ル が導入 さ れ て きて い る

3｝．
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　PBL と は
， 「従来の

一
方的な受身の 講義形式の授業 と

は異 なり，学生が主体 と なっ て 能動的 に提示 され た課 題

シ ナ リ オ の 中か ら 問題 を見つ け出 し，そ の 問 題 を手が か

りに 学習 を進 め て い く学習方法」
4
で ある．医学分 野 で

は，PBL は 基 礎医学 と 臨床医学 を結 び つ けた 統合型学

習 と して 位 置づ け られ，臨 床現場 に お ける 問題解決 に 際

し，知識を有機的 に活用 で きる 能力 を養 うもの で あ る，

また ，テ ユ
ー

トリ ア ル とは，「少 人 数（通常5〜8名）の グ

ル
ープが テ ユ

ー
タ
ー

の 陪席 の もと に，自主 的 に学 習 を行

う教育の 総称」
4〕
で あ る．テ ユ

ー
タ ーは 課題 の 回答や講義

に は 直接関与 しない が，学習 グ ル
ー

プに お い て積極的 な

議論 を促 し た り，学生 が そ の 課 題 の 到 達 目標 に 気 づ か な

い 場合や 議論が 誤 っ た 方向 に 向い た場合 に は 適切 な疑 問

を投げか ける等 の 間接的な 役割 を担 い ，教員や 高学年 の

学生 が担当す る
s，．した が っ て ，PBL テ ユ

ートリ ア ル と

は，「問 題 基 盤 型 学 習 を少 人 数 で テ ユ
ー

タ
ーと と も に 行

う学習 方法」
4〕で あ り，日本 で は 略 して PBL と呼 ば れ る

こ とが あ る．PBL は 元 来，医学 分 野 で 開発 さ れ，1969

年 に カ ナ ダ の McMaster 大 学 医 学部 で 本格的 な 教育 カ リ

キ ュ ラ ム と して 最初 に導入 され た
6）．そ の 後，PBL は，

医学教育の 分野 の み ならず，薬学 や看護学の 分野 に お い

て も米国 を は じめ 世界中の 多 くの 学校 や 大学 で使 わ れ る

よ うに な っ た．PBL は 新 しい 教育技法 で は ない が，薬

学教育の カ リキ ュ ラ ム へ の 導入 は ご く最近 で あり，薬学

分 野 の PBL の 多 くは 医学 分 野 か ら学 び と っ た もの で あ

る．医学教育 の PBL に よ る 学習 目標 は ，1）自己学習能

力，2）問題解決能力 ， 3）物事 を批判的多角的に考える 能

力，4）臨床的推論 を展開す る能力 の 養成 で あ り，最終的

に は 医療専門職 と して の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム を養成

して い くこ と に ある
コ〕．

　日本 に お い て もPBL は す で に医学
・
看護学 な ど の 医

療専 門職 の 教育分 野 にお い て 広 く用 い られ て お り，大学

教育 の 技法 の ひ とつ と し て 認識 され て い る ，2001年の 医

学部 に お け る 全国的な調査 で は，す で に 全体 の 49％ （80

大学 中39大学）が PBL 教育を導 入 して お り，18％ （80大学

中 14大学）が PBL 導入 の 準備 中 で あ っ た こ とが 報告 さ れ

て い る
7）．一

方，薬 学 分 野 に お い て は PBL が どの 程度，

普及 ・導入 されて い る か は 明 らか で な い ．薬剤師が 臨床

現場 で 多様 な 医療情報 を効 果 的 に 活 用 し，フ ァ
ーマ

シ ュ
ー

テ ィ カ ル ケ ア を実践す る ため に は，医学 ・看護学

の 教育分野 と同様 に，臨床現場 に おける 問題解決能力 を

養成す る PBL が 最 も有用性 の 高 い 学習方法 で あ る と 考

え ら れ る．学 生 は PBL に よ り，自 ら課題 に お け る 問題

点（learning　issue）を見 つ け，そ れ ら を自己学習 し，グ ル
ー

プ 内で 討議す る こ とに よ りグ ル
ー

プ ワ
ー

ク の ス キ ル を高

め る ．さ ら に
， 症例 （患者）を取 り巻 く諸 問 題 を洞察す る

力 を 養い
， 科学的論理思考と問題解決能力を身に つ け る．

　そ こ で ，わ れ わ れ は，今後，PBL を薬学教育 に導入

す る に 当 た り，現在 の 教育現場 に おけ る PBL の 普 及 ・

導入 状 況 を正 確 に 把握す る こ とは，大変重要で あ る と考

え，全 国の 薬科大学
・
薬学部 を対象 に ア ン ケ

ー
ト調査 を

実施 した の で，そ の 結果 を報告す る．

方 法

　PBL の 導入 に 係 わ る 現状 と 問題 点 を調査 す る た め

に ，「PBL の 導入 の 有無（今後の 導入 の 必要性，導入計画

の 有無）」，「PBL の 形態（対象学生 ， 講義 との 関連，課題

の 内容，テ ユ
ーター

／フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

の 有無，PBL を

行 う講義室）」，「PBL に 対す る 学生 お よ び教員の 評価」，

「PBL の 導入 に 伴 う問 題点 と そ の 対策」，「6年制 カ リ

キ ュ ラ ム へ の PBL の導入」 に つ い て 調査 を行 っ た（表 1），

　調 査 は ア ン ケ
ー

ト形 式 で 行 い ，平 成 17年6月 17日 に 全

国の 薬科大学 ・薬学部（計62大学）の 大学長
・
薬学部長宛

に郵送 に て 依頼 した．ア ン ケ
ー

トの 回答方法は 選択肢形

式 と記述形式 を併 用 した （表 1）．ア ン ケ
ー

トの 回 収 は 郵

送 に て 行 い
， 平成 17年7月末日 まで に寄せ ら れ た 回答を

集計 した．

結 果

　ア ン ケ
ー

トの 回答は期限 まで に 全 国の 薬科大学
・
薬学

部 の 62大学 中45 大学 か ら 寄 せ られ た （回 収 率 72，6％ ）．ア

ン ケートの 回答があ っ た45大学 の 中 で 1大学 の 回 答 が 白

紙で あ っ た た め，これ を 無効 と した こ とか ら有効回答 は

62大学中44大学か ら得 られ た，ア ン ケートの 回答 の 内訳

は そ れ ぞ れ 国公立 大学が 17大学中12大学（回収率70．6％ ），

私立大学 が45大学中 32大学（回収率71．1％）で あ っ た．

1． PBL の 導入状況 に つ い て

　右効 回答 の あっ た 44大学 中 15大学（34，1％ ）が PBL を 取

り入 れ た 授業 を 行 っ て い た（図1），そ の 内訳 は 国 公立大

学が 12大学 中3大学（25．0％），私立 大学 が 32大学中12大学

（37，5％）で あ り，PBL の 導入 率 は私 立 大学が 国公 立 大学

を上 回 っ て い た （図 1），な お，私 立 大学 の 中で ，現在 は

行 っ て い ない が，過去 に PBL を導入 して い た 大学 が32

大学中4大学（12，5％）を占め て い た （図 1）．

　「現在 ，
PBL を行 っ て い ない 」と回答した25大学 の 内，

21大学（84．0％ ）が 「今後，薬学教育 に PBL を導入 す る必

要 が あ る」と回答し，多くの 大学 が 今後 の 薬学教育 に お

け る PBL の 必 要 性 を認 識 して い た （図2　A ）．その 内訳 は

国公立大学 が9大学中7大学（77．796），私 立 大学が 16大学

中14大学（875 ％ ）で あ っ た（図2A ）．さ ら に，「現在，　 PBL

を行 っ て い な い 」 と回答 した 25大学の 内，7大 学 （28．0％）

が 「実際 に 今後 PBL を取 り入 れ て い く予 定が あ る」 と

回答 し，その 内訳 は 国公立大学が9大学中1大学（11．1％），

私 立 大学 が 16大学 中6大学（375 ％ ）で あ り，今後 の PBL

N 工工
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表 1，PBL （問題 基 盤 型 学 習）教 育導入 の 現 状 に関 す る

　　 　ア ン ケ
ー

ト調査 の 項 目

〈 PBL の 導入 状況 に つ い て 〉

問 1．貰大学では、現在、PBL （少 人数 グル
ープに よ る学生主導型の 問題解決型学習）を取 り入 れた

　 　 　講義 を 行 っ て い ます か （選 択肢 形 式 ）

　 　 a．行 っ て い る　 　b．行 っ て い な い 　 c，試行 （トライ ア ル ） を し た こ とはあ る

問 2．間 1で 、「現 在、PBL を行 っ て い ない 」 と回答 した方 は 、今後、薬学教育に PBL を導入 す る

　　　必 要が あ る とお 考え で すか （選 択肢形式 ）

　　 a．は い 　 　　　　b．い い え

問 3．問 1で、「現 在、PBL を行 っ て い ない 」 と回答 した 方 は、貴 大学 で今 後 PBL を取 り入 れ て い く

　 　 ，予 定は あ ります か （選 択肢 形式 ）

　 　 a．あ る　 　 b，今 は ない が、今 後検 討 す る予 定 で あ る　 c．な い 　 d，そ の 他 （　 　 ）

〈 導入 し てい る PBL の 形態に つ い て 〉

間 4，PBI、を取 り入 れ た 講義の 対象学生 に っ い て （選択 肢 形 式、複数 回答 可）

　　　a．学部生 （　 　　 ）年生 　 　　b．大学院生 （　　 ）年生

　　　c．研 究室配属学生 　　　　　　　d．その 他 （　　 ）

閊 5．PBI．と講 義 の 関 連性 につ い て 〔選択 肢形 式、複数回 答可 ）

　 　 　 a．講義 との 関 連 で PBL を取 り入 れ て い る　 　 b．講義 とは 切 り離 して行 っ てい る

　 　 　 c．その 他 （　 　 ）

問 6．PB［、に 用 い られ る課題 （シ ナ リオ ）の 内容に つ い て （選択肢形式 、複数 回答可）

　　 u ．症 例 　　 b．そ の 他 （　　 ）

問 7．PBL にお け る テ ユー
タ
ー

〆フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

に つ い て （選択 肢 形式 、複 数同容 可）

　　 a ．置い た．．　　　 b．置い て い ない 　 c．そ の 他 〔　　 ）

　　 「a，置 い た 」 と同答 され た方 は どな た が主体 とな っ てテユータ
ー

〆フ ァ シ リテ
ー

タ
ーを

　 　 　務 め ま した か （選 択肢 形 式、複 数 回答 可 ）

　　 a．教 授　　　 b．助 教授 　　 c．講 師　　　 d．助 手 　　　e．そ の 他 （　　 ）

問 8．少 人 数 の グル ープ で 行 う PBL の 講義 室 に つ い て （選 択 肢形 式、複 数回 答可 ）

　 　 a．大 きな講 義 室 を分割 して 使 用 して い る　 b．グル
ー

プ 毎 に小 さな講 義 室 を使用 して い る

　　 c．そ の 他 （　 　 ）

〈 導入 して い る、PBLに対 する学生及 び 教員の 評価につ い て 〉

問 9．PB ［，に対 す る学生 の 評価は どの 様 に伺 っ て い ま すか （記 述形式）

問 10．PBL に 対 する 教員 の 評 価は どの 様に 伺 っ て い ま す か （記 述形式 ）

〈 PBL導入 に 伴 う問題 点とそ の 対策 に つ い て 〉

問 11．薬学教育への PBL の 導入 に伴 う問題点 とそ の 対策につ い て の お考 えが あれ ば

　　 お 聞 か せ 下 さい （記述 形 式 ）

〈 6年 制 カ リキュラム へ の PBL の 導入 につ い て 〉

問 12．貴大 学 で は、今 後、薬 学 部 の 6 年 制 カ リキュラム の 中 に PBL．を取 り入 れ て い く計iL　1丁は
　 　 　 あ ります か （選 択肢 形 式 ）

　 　 a．あ る　 　 　 b，な い

閊 13，問 12で 、「今後、薬学部の 6 年制カ リキ ュ ラ ム に PBL を取 り入れ て い く」 と回答 した 方 は、
　　　ど うい う形 で 取 り入 れ て い こ うと お 考え で すか （記述形 式）

・
その 他 、PBL に 関 す る ご意 見 を ご 自由に お 書 き くだ さい

「問 1 で、現 在、PBL を行 っ て い な い と回 答 し た大 学」 への 質問 事項 ； 問 2、問 3、問 12、問 13

「問 1で 、PB［、を 行 っ て い る と 回 答 し た 大 学」 へ の 質問亨 項 ； 間 4〜間 13

導入計画 に お い て も私立大学が 国公 立大学を上 回 っ て い

た（図2B ）．

2． 導入 して い る PBL の 形態 に つ い て

　「現在，PBL を行 っ て い る」 と回答 した 15大学（国公 立

大学 ：3大学，私 立 大学 ：12大学）を対象 に ，実際 に 導 入

し て い る PBL の 形態 に つ い て の 調査 を行 っ た．

　PBL を取 り入 れ た 授業 の 対象学 生 に つ い て は，学部

生 （1〜4年生）が 最も多く，中 で も1年生が多い 傾向（53．3

％ ：8大学〆15大学）に あ っ た （図3）．また，PBL の 対象学

生 と して 大学院生 も半数 を 占め て い た（図3），

　PBL と講義 の 関連性 に つ い て は，73．3％ （ll大学／15大

学）の 大学 が 「講義 との 関連 で PBL を導入 して い る 」 と

回答した （図4）．
一

方，46，7％ （7大学／15大学）の 大学が 「講

義 とは 切 り離 して 行 っ て い る 」と回 答 した （図4）．また ，

「そ の 他」 で挙げられたもの と して は
，
2大学が 「医療系

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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問1．貴大学では、現 在、PBL（少人 数 グル ープによ る学生 主導

　　 型の問題解決型学習｝を取 り入れ た講義を行っ てい ますか？

　 0　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 100 （N）

eth肺br
’一一・一・…

　
一
　
乱一、 毒il 垂 謬 垂

藤 鬱瞬 行って いない〔25 大学〕 lw 四脚
　　　　　　　　き脚de　th　e　霹9vevew §　　　　　　51篇
die 蹄轡隔＿＿＿＿＿．　 　 　 　 　 ｝縄tidi 毒勘
獰醐 瞬 轟購 齢 齢 篝い 鰻 廳 韓 蕁毯 藷

ttfiした

暴乞
は

囃
｝

（n
−
44）

図 1．PBL の 導入状 況 に つ い て

A＞

間2．今後、薬学 教育 に PBL を導 入す る必 要 が あ るとお考え です か？

0　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　 100 （X）

国公立大学 私立 大学　国公立大掌 私 立大掌

（1大学）　　（1大学）　 〔1大学）　　〔1大早，

B）

問3．貴大学で、今後 PBL を取 り入 れてい く予 定 は あ ります か ？

o 100 （X）

国 公

大学
（1大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国公立大学

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1大￥）

〈 問1で、現在、PBLを行っ てい ないと回

国公立大学

Cl大判

した 25大 学が調査 対象 〉

図 2，今後の 薬学教 育へ の PBL の 必要性（A ）お よ び

　　 導 入 計画（B ）に つ い て

間4．PBL を取り入れた講義の対象学生につ い て

　　く間1で、現在、PBL を行っ てい ると回答 した15大学が調査対象〉

学部生全 体

　 　 1年生

　 　 2年生

　 　3年生

　 4年生

大学院生全 体

　 　 1年生

　 　 2年生

研究室配 属学 生

0 5
大 学 数

10 1515

図 3．PBL を取り入 れ た講義の対象学生 につ い て

の 実習 との 関連 で PBL を取 り入 れ て い る」と回答 した

（図4），

　 PBL に 用 い ら れ て い る 科 目あ る い は テ
ー

マ に 関 し て

は，46．7％ （7大学／15大学）の 大学 が 「症例」 を取 り上 げ

て い た（図5），ま た，他 の 有機化学，薬 の 効能，薬害 な

ど の テ
ー

マ は73．3％ （ll大 学／15大 学）の 大学 が 占め て お

り，PBL に 用 い られ る 課題 （シ ナ リオ ）は多種多様 で あ っ

た（図5），

　ほ と ん ど の 大学（93．3％ ： 14大学／15大学）は PBL に お

い て ，「学生 の グ ル
ープ討議 に テ ユ

ー
タ
ー
／フ ァ シ リ テ

ー

ターを置 い た」と回答 した（図6）．ま た，テ ユ
ー

タ
ー
／フ ァ

シ リテ
ー

ターと して 教 授 をは じめ，助 教授，講師お よ び

助手 の 教 員 を学 生 の 各 グル ープ に 配 置 して お り，大学院

生 も活用 して い る大学 もあ っ た（図 6），

　少人数 の グ ル
ー

プで 行 う PBL の 講義室 につ い て は，

N 工工
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「グ ル ープ毎 に小 さ な講義室 を使用 して い る」，「大 きな

講義室 を分割 して 使用 して い る」 と回答した大学が そ れ

ぞ れ 半数 を 占め て お り，現段階で は 実際 に PBL を行う

設備が 十分 に 整備 さ れ て い ない こ とが 伺 わ れ た （図7），

間5，PBL と講義の関連性につ い て

　　く 問1で、現在、PBL を行っ てい ると回答した15大学が調査対象〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 学 数

　 　 　 　 　 　 　 　 0　　 　 　 　　 5　　 　 　 　　 10　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15

講義との 関連で PBL を
取り入れて い る

講義とは切 り離して

行 っ て いる

その 他

1 呼w ・10瀞・ 脾脾广
　 11

2 5・ ．
7

一．π． 2

圜 ・国 公 立大学

［≡塁］・私立大学

〔複数回答，冖＝15〕

図 4，PBL と講義の 関 連性に つ い て

間6，PBLに用い られる課題（シナリオ｝はどん な内容ですか？

　　〈 問1で、現在、PBLを行っ てい ると回答 した15大学が調査対象〉

症 例

その 他

0 5
大 学 数

10 匸5

1　 　 帝砂乱．i6B 　・蔚鈔跡
　

窄釣一師甲鰯勲i7

　　　　早「 牌亭
2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ9　　　　　　　　、“　　　　　』 炉

r　尊彈　∫　炉　島　轡　帝　萼
　　 鱒 ぺ
　 　 　 『　　 111

匿蘯 ・国公立大学

「その他 亅で挙げられた〒
一マ：宥罐 化学、薬の効能、架害など　　 隴 ］：私立大学

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1複数回答，n＝15｝

図 5．PBL に用 い られ る 課 題（シ ナ リオ）に つ い て

3． PBL に対する学生の 評価につ い て

　「現在，PBL を行 っ て い る」と回答 し た 15大学（国公立

大学 ：3大学，私立大学 ：12大学）を対象に，PBL 授業 に

実際 に 参加 した学 生 か ら どの ような 評価を受け て い る か

（問 9）に つ い て 自由 な 記 述 を求 め た 結果 を，PBL を実施

して 「有益で あ っ た点」 と 「今後 の 課題 と なっ た 点」 に

分類 して 表2に 示 し た ．な お
， 回答 は 15大学中6大学か ら

得 られ た．PBL 授業 に 対す る 学生 か らの 評価 と して 「有

益 で あ っ た点」 は，学習態度 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力

の 向上 が 挙 げ られ た．学習 態 度 に 関 して は，「自主 的 に

学習で き て 良い ，準備 が大変だが勉強に な る」，「通常の

講義 ス タ イ ル とは 異 な り自分 た ちで 勉強す る の で，内容

が よ く身 に つ い た と思 う」 な どの 意見 を得 た，また ，コ

ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力 に 関 して は ，「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン の 重要性 が 理 解で きた」，「グ ル
ー

プワ
ー

ク に よ り友人

が で きた 」 との 意見 が 聞か れ た．一
方，「今後 の 課題 と

な っ た 点」 と して 挙げ られ た の は，「通 常 の 講義 もあ る

た め，調査 の 時聞が 足 りな か っ た，負担 が 重 か っ た」 と

の 意見が 聞 か れ ，PBL を行うに 際 し薬学教育 の 過密 な

カ リ キ ュ ラ ム が 障害 と な っ て い る こ とが 伺 わ れ た．

4． PBL に対す る教員の評価 に つ い て

　教 員 か ら の 評 価 （問 10）に つ い て も同 様 に 表3に 示 し

た．な お，回 答 は 15大学中9大学か ら得 られ た．PBL 授

業 に対する 教員か らの 評価 と して 「有益 で あ っ た点」 は

学生 か らの 評価 と同様 に 学 生 の 学習態度 と コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 能力の 向上 が 挙げ られ た，学生 の 学習態度 に 関 し

て は，「学 生 が 自主 的 に勉学 す る よ うに な っ た」，「学生

が 講義等 で，教員 の 話を積極的 に 聞くよ うに なっ た 」 と

の 意見を得た．また，学生 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 に

関 して は ， 「1年次 よ り， 人 との コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能力

問 7．PBL で 学生の グル
ー

プ討議に テ ユ
ー

タ
ー

ノフ ァ シ リテ
ーターを置 か れ ま したか ？

　　 〈 問 1で 現在、PBL を行 っ てい る と回答 した大学 15大学 が 調査対 象 〉

置 いてい ない

（国公 立 大学 ：1大学）

「置 いた 」と回 答された14大学 はどなたが

テ ユ
ーター／ファシ リテ ーターを務めま したか ？

教 授

助教授

講 師

　 　 　 　助 手

そ の他 （大学院

　 　 　 生 など）

0
大 学 数

5　 　 　 　 10

2 广弓　兜
油
dO 浄： 　母　　・岬。．12

2
早，内呼亭舵

　油
冷 1 「 11

1 警 繊
「　達｝
匸炉 11

1
萼
4
冊

》甲P豊 5 圃
四

3 妃鷺 6 窰　“
恥
響19

（複数

　 　 ： 国公 立大学

E 三］・ 私立大学

（複数 回答，n＝14）

図 6．PBL に お ける テ ユ
ーター／フ ァ シ リテ

ーターにつ い て
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や ア プ ロ ーチ方法 を知 る に は 良 い 」 との 意見が あ っ た．

教員側 か ら 「今後の 課題 と な っ た 点」 と して ，「テ ユ
ー

タ ーと して 介 入 す る タ イ ミ ン グ や 介 入 の 内 容 が 難 し

い 」， 「1年次 に PBL を行 うの は 早す ぎる の で は な い か，

今 の うちに 基礎学力 をつ けさせ る こ とが 大事 で あ る 」，

「努力 の わ りに は 国家試験 に 反映 さ れ なか っ た 」 と の 意

見 が 聞か れ た．その 他，「教育 に 時間 と人手がかか る な

ど の 問題 が で て きて い るが ，概 ね 良好 で あ る」，「授業 の

問8，少人数のグループで行うPBLの講義室につ い て

　　 く間1で、現在、PBL を行っ てい ると回答した15大学が調査対象〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 学 数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　　　　　　 5　　　　　　 10　　　　　　：5

グル
ープ毎に 小 さな

講義室 を使用 して い る

大きな講義室 を分割

して 使用 して い る

その 他

2　　・鐸 躱 rpt ／7ま韻　 甲轟 夥　 9

1 総
嬾 6 穆 饗 7

’　s　サ　’．tt ．．　 3

「その 他 亅で 挙げられたもの ：研究室．実験室など

鬮 溷 公立 x 学

口 ・私立大学

（複致回答，n＝15｝

図 7．PBL を行 う講義室 に つ い て

表 2，「PBL 授 業 に 参加 した 学生 か ら PBL に 対 す る

　　　評価 は どの よ うに伺 っ て い る か 」の 設 問 に 対

　　　す る 回答

〈有益 であ っ た点 〉

　 学習態度

　 ・自主的 に学習できて良し丶 準 備が大 変だが勉強 になる。
　

・
通常の 講義ス タイル とは異なり自分たちで勉強するので、内容が

　 よく身に つ い たと思う。
　 ・自分ひ とりで は 大変なことも．メンバーが お互い に助け合うことで

　 　何 とかなると思 っ た ．
　 ・協力して問題解決にあたり．その結果を中間発 表．最終 発表会で

　 　発 表するため非常にい い 経験 となっ た 。
　 コ ミュニケ

ー
シ ョ ン t 力

　
・
コミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 重要 性が理 解で きた。

　 ・グル
ープワ

ークにより友人が できた 。
　

・よく知らない 人と話たり討論したことが．今後役に た つ の で は な い か

　 　と思 っ た。
〈今後の課 題とな っ た点 〉

　
・通 常の講 義もあるため 、調査の 時間が 足リなか っ た．負担が重 か っ た。

間1で、現在、PBL を行 っ て い る と回答し た t5大 学の 内6大学 が 回答 した

表 3．「PBL 授 業 を担 当 し た 教 員か ら PBL に 対 す る

　　　評 価 は どの よ うに 伺 っ て い る か 」の 設 問 に 対

　　　す る 回答

〈有 益で あっ た 点 〉

　 学 生の 学鏃

　
・学生が 自主的 に勉掌するようにな っ た。

　 ・学生が 講義等で、教 員の話 を積極 的に聞くようになっ た。
　

・シナリオが進む につ れ て掌 生の 行動が変化するの が 目に見 える。
　 　生の コ ミュ ニ 　

ーショ？LfiteQ
　

・1年次より、人との コ ミュニ ケ
ー

ション能 力やアプ ロ
ー

チ方 法を知るには 良い 。
〈今後の 課題となっ た点 〉

　 ・テユータ
ー

として介入す るタイミングや介入 の内容 が難 しい。
　

・1年次 に PBL を行うの は早すぎるの では ない か 、今の うちに 基礎学力を

　 　 つ けさせることが大事で ある。
　 ・努力の 割に 1ま国家試験に 反映されなか った。
〈その他 〉

　
・教育 に 時間 と人手 がかか るなどの 問題がでて きて い るが ．概ね 良好である。

　 ・時間はかか るが取 り入れて良か っ た。
　

・授 業の 運営 方法等にっ い ての 改善点はあるが 、継続して い く必 要性は高い 。

問 1で、現在、PBL を行 っ て い ると回答 した 15大学の 内9大学が 回答し た

医療薬学 Vol ，33，No ．3（2007 ）

運営方法等 につ い て の 改善点 は ある が，継続 して い く必

要性 は 高い 」 との 意見が 聞か れ ，課 題 は 残 さ れ て は い る

が ，教員 が PBL 授業 の 有用性 を 認識 して い る こ とが 伺

わ れ た．

5． PBL 導入 に伴 う問 題 点 とそ の 対 策 に つ い て

　「現在，PBL を行 っ て い る」と回答 した 15大学〔国公 立

大学 ：3大学，私立大学 ：12大学）が PBL を導入 す る 際

に 障害 と な っ た 問 題 点 とそ の 対策（問 11）に つ い て 表 4に

ま とめ た．問題点 と し て 挙げ ら れ た 事項 は，多い 順 に

「PBL に 対す る 教 員 の 経験（理 解）が 不足 し て い る （7大

学）」，「PBL を担当す る 教員（テ ユ
ー

タ
ーを 含 む ）数 が 不

足 して い る（6大学）」，「PBL を行 う小教室 が 不足 して い

る（5大学）」，「教育カ リ キ ュ ラ ム に PBL を 導入す る 余裕

が ない （4大学）」，「PBL の テ
ーマ の 選 定や 難易度を設定

す る こ とが 難 しい （2大学）」，「PBL に対す る学 生 の 意識

が低い （2大学）」で あっ た．

　問題点で 最 も多か っ た 「PBL に対す る教員の 経験（理

解）が 不 足 して い る」に対す る対策と して，「教員 の PBL

に 対す る理解を深 め る ため の FD （Faculty　Deve1opment）活

動 が 必要で ある 」，「教育訓練（ワ
ー

ク シ ョ ッ プ等）を行 う

こ とが 必 要 で あ る 」，「基 礎科 目で も PBL が 有効 な こ と

に 教員が気付 くような 機会 を設定す る」 と教員の 資質不

足 を挙げ て い た．また，「PBL を 担当す る 教員（テ ユ
ー

タ
ーを 含 む）数が 不 足 して い る」 に 対 し て は，「テ ユ

ー

タ
ーと して 大学院生 ，上 級学年 を活用す る 」，「教員が す

べ て の 時間を対応す る の で は なく，あ る程度 は 学生が 主

体 で 進行で きる よ う工 夫す る 」 との 意見 を得 た．「教育

カ リ キ ュ ラ ム に PBL を 導 入 す る 余裕 が な い 」 に 対 して

は，「PBL に対応 した カ リ キ ュ ラ ム 編 成 （時 間割 を 含 め）

を行 う必要がある 」，「講義の 効率化 に よ り，時闘 割 りに

空 き 時間 を多 く作 る 必要 が あ る」，「講義 と PBL の 時 間

的な 組み 合 わせ と配分を検討す る こ とが必要 で あ る」 と

の 意見 も あ り，PBL を実施す る 上 で 全学的な カ リキ ュ

ラ ム の 再編成 の 必要性 を 認識 して い る こ とが 伺 わ れ た．

「PBL の テ
ーマ の 選定 や 難易度 を 設定す る こ とが 難 し

い 」に対 して は，「全国 レベ ル で の 教育用 の ス タ ン ダー

ドな課題 の 提示 が 必要 で ある」 との 意見を得た．「PBL

に 対す る 学 生 の 意識 が 低 い 」 に 対 して は 「低学年か ら

SGD （ス モ
ー

ル グ ル
ープ デ ィス カ ッ シ ョ ン）を導入 し ，PBL

につ な げ る ように す る予定で あ る」，「1年次 よ りPBL 導

入 の た め の 科 目 を準備す る」 との 意 見 が 聞か れ，低学年

か ら PBL 授業に対す る モ チ ベ ーシ ョ ン を 高 め て お くこ

との 重要性が 認識 され て い た．

6．　 6 年制 カ リキ ュ ラ ム へ の PBL の 導入 に つ い て

　現在，PBL の 実施 の 有無 に かかわ らず，すべ て の 大

学 に 対 して ，今後，薬学部 の 6年制 カ リ キ ュ ラ ム に PBL
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表 4，PBL を導入する 際に 障害 とな っ た問題 点 とそ の 対策

問 題点1：PBLに 対する教員の 経験（理 解）が不 足して い る（7）
対 策　　　　・教員の PBLに 対する理 解を深 め るた め の FD活動が 必要で ある 。

　　　　　　・教育訓 練（ワ
ー

クショッ プ等〉を行うことが必要 である。

　　　　　　・基礎科 目でもPBLが 有効なことに 教員が気付くような機会を設定する。

問題 点2：PBL を担 当する教員 （テ ユ
ーターを含 む）数が不 足してい る（6）

対 策 ・大 学院 生、上 級学 年を活用する。
・低 学年 か らPBLを取 り入れ、高学 年の 学 生 がTA としてテ ユ

ーター／ ファ シ 1丿テ
ー

タ
ー

を勤 められるようになれ ば良い。
・教 員が全て の 時間を対応 するので はなく、ある程度 は学 生が主体 で 進行で

きるように 工 夫する。

問題点3： PBLを行う小 教室が不 足して い る（5）
対策　　　　・小 講義室の 増築

問題 点4：教育力リキュ ラム に PBLを導入する余裕がない （4）
対策　　　　・PBLに 対応 したカ リキュ ラ厶 編成（時間割を含め ）を行う必要 が ある。

　　　　　　・講義 の効率化により、時間割りに空き時間 を多く作る必要 がある。
　　　　　　・講義 とPBL の時 間的な組 み合わ せと配 分を検討することが必要 で ある。

問題 点5： PBL の テ
ーマ の 選 定や難 易度 を設 定するこ とが難 しい （2）

対策 　 　 　 　・全国 レベ ル で の 教育 用の スタンダードな課 題の 提 示が必 要である。

問題 点6：PBLに対する学生の 意識が低い （2＞
対策　　　　・低学年か らSGD を導入 し、　PBLにつ なげるようにする予定で ある。
　　　　　　・1年次よりPBL 導入の ため の 科目を準備する。

（ ）内 の 数値は 回答 した 大学 数（複数回 答可 ）を示 す。

を取 り入 れ て い く計画 が あ る か ど うか に つ い て 調査 し

た，その 結果，44大学巾29大学（65．9％）が 「今後，6年制

カ リ キ ュ ラ ム に PBL を導入 す る 計画 が あ る」 と 回答 し

た（図8），そ の 内訳 は 国 公立大学で は50％（6大学／12大学）

の 大学 が，私立 大学 で は 7196（23大学／32大学）の 大学 が

そ れ ぞ れ PBL を導入 す る計画 が あ る と回答した 〔図8），

さ ら に，6年制 カ リ キ ュ ラ ム に導入 す る PBL の 形態 （問 13）

に つ い て 自由に 記述 して も ら っ た 結果 を ま とめ て 表5に

示 した．PBL の 導入形態 と して 「1年 生 の 導 入 講義 や 早

期体験学習 と連 動した形 で行う」，「5，6年生 で の 医療分

野 の 講義 と の 関 連 で 行 う」，「病院 ・薬 局 実習 の 実 習 前あ

る い は 実習終了後 に 取 り入れ る 」， 「薬物治療学 な どの 医

療系 の 重点科 目や グル
ープ 演習（コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン ス

キ ル の 訓練 な ど）に 取 り入 れ る 」 な ど，各大学 で の 前向

き な多種多様 な 取組 み の 姿勢 を伺 うこ とが で きた．

問 12．今 後、薬 学 部 の6年 制 力 リキ ュ ラ ム に PBL を

　　　取 り 入 れ て い く計画 は あ り ま すか ？

　 〔M）

考 察

罧矣妾f学

　 PBL テ ユ
ー

ト リ ア ル は 学 習 者 で あ る 学 生 が 主体 と

なっ て 能動的 に学習する 教育技法 で あ り，あ くまで も自

己学習（学 び 方 を学ぶ ）を支援 して い くシ ス テ ム で あ る ．

PBL の 教育効果 に 対す る 有効性 に つ い て は，よ りよ い

医療従事者 を輩 出 す る こ と に貢献 して い る とい っ た 明確

な根拠 は ない が ，医療現場教育へ の 世界規模で の 普及状

況 か ら す れ ば 自ず とそ の 重 要性 は 計 り知 る こ と は で き

る．また，PBL に よ る前 臨床教育 は，臨床 現 場 で 直面

す る で あ ろ う課題解決の 場面を シ ミ ュ レ
ー

トす る こ と，

図 8．6年制 カ リ キ ュ ラ ム へ の PBL の導 入 に つ い て

表 5．今後，薬学部の 6年制 カ リ キ ュ ラ ム に PBL

　　 を導入 す る際の 形 態 に つ い て

全学年に対して

・全学 年を通 して取 り入れ る必要 がある〔4｝
・い くつ か の 科 目は PBL 中心教育とする（1）

1年生に 対して
・1年生 の 導 入講義 として 取り入れ る（4）
・早 期体験実 習と連動した 形で 行う（1）

5年生 、6年生に対 して
・5年生 、6年 生での 医 療 分野の 講 義との 関連 で行う 
・病 院・薬局実 習の 事前実習 として取り入れ る（2）
・
病院

・
薬局実習の 終了後に症例検討などをPBL 形式で 行う（2）

科目
・
演習に対して

・演 習実習 の中の項 目をPBL 形 式にする（5＞
・
医 療系の 重 点科 目 （薬学治療学など）に 取り入れる（4）
・グル

ープ演習 （コ ミュ ニ ケーショ ン ス キル の 訓 練など）に取 り入れ る（2 ）

〔 牌 の 数値は 回答 した 大学数 を示す。

す な わ ち医師，薬剤師，看護師な どの 医療従事者間の 臨

床活動をシ ミ ュ レ
ー

トす る こ とで あ り， 医療専門職 に お

け る 臨床教育の 発展 に 繋が る もの と考 え られ る．今回，
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今後の薬学分野 に お け る臨床教育の 発展 の た め に，薬学

教育へ の PBL の 導 入 状況を訓 査 し，　 PBL の 導入 に と も

なう問 題点 や今後の 課 題 につ い て考察した．

ノ． 薬学教育 に おける PBL の 導入状況

　今 回の 調査 に お い て ，薬学教育 に おける PBL の 導入

率 は 全 体の 34％ で あり，
2001年 に 実施 さ れ た 医学部 に お

け る PBL の 導入 に 係 わ る調査結果（導入率 ：49％）
T〕と比

較して も明 らか に低 い もの で あっ た．こ の 原因 に つ い て

は 明 らか で は な い が，薬 学 部 教 員 の PBL に よ る 教 育効

果 に 対す る 認 識 不 足 が考えら れ る．こ れ に は薬学教育が

こ れまで 創薬中心 の 基礎研究や 知識詰め 込 み 型の 教育 が

主 で あ っ た こ と が 深 く関 係 し て い る か も しれ な い ．

ま た
， 薬学部 で は医学部 の 場合 と異な り，実務経験 の あ

る教員が少な く臨床現場 を想定 した PBL テ ユ
ー

ト リア

ル 教育 の 実施 が 可 能 か ど うか と い う問 題 もあ る，しか

し，今回 の 調査 で は 「現在 ，
PBL を 行 っ て い ない 」 と

回答 した大学 の 多 くが PBL に よ る 教育効果 を認識 して

お り，薬 学教育へ の PBL の 導 入 が 必要 と考 え て い る こ

と，さ ら に，多くの 大 学 が 実 際 に今後 の 薬 学部 の 6年制

カ リキ ュ ラ ム に PBL を導入 す る計画 を持 っ て お り，臨

床薬学 に おける PBL 教育 の 必要性 が 認識 され て い る こ

とが 明らか に なっ た．また ，今 回 の 調 査 にお い て，現 在，

PBL を導入 して い る 大学 の 割合 や 今後，　 PBL を導入 す

る計画 を持 っ て い る大学 の 割合 は私立大学が国公立大学

を上 回 っ て い た．こ れ は，国公 立 大学 で は基 礎研究や 創

薬 中心 の 教育を主 に行 っ て い るの に対
．
して ，私立 大学の

多 くは 薬剤師の 養成志向が 高 く，薬剤師の 現 場 教 育を積

極的 に 取 り入れ て い くた め に は 臨床情報を統合化す る 臨

床 活動 を シ ミ ュ レ
ートす る こ とが で きる PBL が 教育法

と して適 して い る との 認識に よ る も の と思 わ れ る．

2． PBL を 実施す る対象学年 と授 業 形 態

　最近，わ が 国 に お い て も薬学教育に お ける PBL の 実

践例が い くつ か報告 され て い る．薬学部 の低学年（1年生 ）

を対象 に 学習課題 と して 症例 シ ナ リ オ を提示す る 試 み
H・9）

や 学部 の 3年生 1°｝，大学院生 IIエを対象 に 症例 シ ナ リ オ と模

擬 患 者 との ロ ール プ レ イ を併用 した 独 自の プ ロ グ ラ ム を

用 い る試 み が 行わ れ て い る．また，わ れ わ れ も平成 15年

に 近隣 の 医学部 との 連 携大学 院 を設 立 し，大 学 院 1年 生

を対象 に 1年3カ 月 に及 ぶ 長期臨床研修 の 前臨床教育 と し

て 症例 シ ナリオを用 い た PBL を導入 して い る
＊
．今 回 の

調査 に お い て も PBL を取 り入れ た 授業の 対 象学生 は 学

部 生 （1
〜4年 生 ），大学院生 と さまざまで あ り，多 くの 大

学 は 講義と の 紐み 合 わ せ に よ る ハ イ ブ リ ッ ド型 の PBL

を 導 入 して い た，ま た，PBL に 用 い られ る 課題（シ ナ リ

オ）は，症 例 をは じめ，基 礎科 目か ら社会薬学 に 至 る ま

で 多種多様 で あ っ た．PBL を実施す る 上 で PBL の 対象

学年（導入時期）と課 題内容の 選 定は 重要 な 問題 で あ る．

今回の 調査 に お い て も 「1年次 に PBL を導入 す る の は時

期尚早で あ る」 との 意見 が 寄 せ られ て い る ．米国サ ン

フ ォ
ード大学薬学部 で は薬学専門課程 1年次（P1 ）よ り「生

理 学」 や 「病 理 学入門」 とい っ た基礎科目か ら講義 と の

組み合わ せ に よ る ハ イ ブ リ ッ ド型 の PBL が 採用 さ れ て

お り，3年次 （P3 ）に は 主 要 な疾 患 と薬 物療法 を 学 ぶ 「疾

患 と治療学」の 講義終了後に5週間 に わ た っ て 症例 シ ナ

リオ に よ る PBL が行わ れ て お り，こ れ は4年次（P　4）に実

施 され る ク リニ カ ル ク ラ
ー

ク シ ッ プ の 前 臨 床教 育 と して

位置付 け られ て い る
］’・11）．また，東京女子医科大学 で は 1

年次 よ り累進 型 PBL テ ユ
ー

ト リ ア ル を実 施 し て い

る
d4 ，．こ れ は ，　 PBL 入 門，科学的 ・、医学的 な考え方 を学

ぶ 学 習項 目発見 型 PBL ，臨床的 な 考 え 方 を 学 ぶ 診療問

題 解決 型 PBL を体系化 し，低学年 か ら 学年進行 に 合 わ

せ て 学習内容を高度化 させ よ うとす る プ ロ グ ラ ム で あ

る．ま た，今 回 の 調 査 に お い て も，PBL に 関す る 自由

な意見として，「PBL は 低学年 か ら そ の 学年 に合 っ た レ

ベ ル の 内容を取り入 れ て い く必 要が ある」，「持っ て い る

知識 を有機的 に 結 び つ け る 学 習 方法 を早 期 か ら取 り入 れ

る こ と に よ り，学 生 の 勉学へ の モ チ ベ ー
シ ョ ン を向上 さ

せ る こ とが で きる」 との 意 見 を得た ．こ れ らの こ とか ら

低学年 よ り学年 の レ ベ ル に 合 っ た PBL の 課 題 内容 と授

業形式（ハ イ ブ リ ッ ド型な ど）を取 り入 れ て い くこ とに よ

り，学生 の 勉学へ の モ チ ベ ー
シ ョ ン の 向上 とそ の 成果 が

期待 され る もの と思 わ れ る，

3， PBL を担当する 教員の 経験 お よ び 人 員不足

　PBL を有効に行うた め の 課題 の ひ とつ に テ ユ
ーター

の 役割 が 挙 げ ら れ る．テ ユ
ーターと して 備 え て い るべ き

知識 や 態度 と して は ，PBL を行う意義を理 解して い る

こ と，PBL の 進 め 方 や 学生 の 自己学習，グ ル
ー

プ学習

の 有効性 を 熟知 して い る こ と な ど が 挙げ られ る
5）．今 回

の 調 査 に お い て ，薬学教育 に PBL を導入す る 際 に 最 も

多 く取 り上 げ ら れ た 問題 点 は，「PBL に 対す る 教員 の 経

験（理 解）が 不 足 して い る」 こ とで あ っ た．こ れ に は 教員

を教育訓 練す る た め の PBL に係 わ る ワ
ーク シ ョ ッ プ や

＊

　 亀 井浩行，半 谷 眞七子，岡本 能弘，大津 史子，田 口 忠緒，飯 田 耕太 郎，灘井雅行，永松正，吉 田勉，篠原力雄，吉住秀夫，

　 西 田幹 夫，平 野正 美，松 葉和 久，臨 床薬剤 師教 育へ の problem−bascd　lcarning（PBL）チ ュ
ー

トリ ア ル 教育の 導入　学生 の グル
ー

　 プ討 議 へ の 参 加態 度 に 対 す る 評価，日本 薬 学会 125年 会講 演要 旨集，No ．3，2005，横浜，　 p．204．

　 半 谷眞 七子，亀井 浩行，岡本能 弘，大津史子，田 冂 忠緒，飯 田 耕太郎，灘井雅行，永松正，吉田 勉，篠原 力男，吉住秀夫，

　 西 田幹 夫，平 野正 美，松 葉和 久，臨床薬剤師教育 へ の prob且em −based　leaming（PBL ）チ ュ
ー

ト リア ル 教 育の 導入　PBL 形式 学

　 習 に 対 す る学 生 の 意識 調査，日本薬 学会125年会 講演 要 旨集，No ．3，2005 ，横 浜，　 p，204．
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FD 活動 に 参加 させ る こ との 必要性が 認識 され て い た，

また，「PBL を担当す る教員（テ ユ
ー

タ
ー

を含 む）数が不

足 して い る 」 と の 指摘 も多 く，こ れ に は PBL を低学年

か ら導入 し，PBL を経験 した 上 級生や 大学院生 を テ ユ
ー

タ
ー

に充 て る こ との 対策が提案 された．医学教育 におい

て も，PBL の 導入 に 伴 う問 題点 と し て ，テ ユ
ー

タ
ー

の

能力育成 と 人 数確保 が 最 も多 く取 り上 げ ら れ て お り
7〕，

東京女子医科大学 で は テ ユ
ーター

養成 の た め の ワ
ーク

シ ョ ッ プ が 全学的 に 実施され て い る
5〕，米国の 薬 学 教 育

に お い て は す で に PBL が 定 着 して い る こ と か ら，　 PBL

の導入 に際し参考にすべ き点が多い ．米国で は 上述 した

サ ン フ ォ
ー

ド大学の よ うに 薬学部 の 低学年 よ り基礎科目

に PBL を取 り入 れ て い る 大学が 多 く，最終的 に は 症例

シ ナ リ オ を用 い た PBL に よ り患者個 々 の 情報（診療情報）

を正確 に 収集 ・理解，し，薬物療法 に係 わ る 問題 を解決 で

きる 能力（技能）を養成す る こ とに ある ，こ の PBL に 携 わ

る教員 の 養成 に 関 して は，サ ン フ ォ
ード大学 で は PBL

に 用 い られ る各課題 （シ ナ リ オ）に お い て 教員 が テ ユ
ー

ターと して の 役割を果 た す た め の チ ュ
ーターガ イ ドが 作

成 さ れ て お り，こ れ を共有す る こ と に よ り教員の 質の 向

上 とともに 教員 間 で の 質の
一

貫性 を確保する こ とが で き

る
1コ，．また，米国 の PBL 教育 に お い て は，テ ユ

ー
タ
ー

は 薬学部の 教員だ けで は な くレ ジ デ ン ト（研修生 ）や 現場

に て 実際 に 学生指導 を行 っ て い る 病院お よび 薬局薬剤師

が 担当 して い る場合が 多い
T5，．日本 で は卒後教育 と して

の レ ジ デ ン トプ ロ グ ラ ム は存在 しな い が，テ ユ
ーターの

動員 に 対 して は ，今後，米国で 実践 さ れ て い る よ うに病

院お よび薬局薬剤師が テ ユ
ー

タ
ー

として参画す る こ とが

期待 さ れ る ．PBL の 課題（シ ナ リ オ）は PBL の 中核 を な

す もの で あ り， 適切 に 評価 され
， 常 に 改良 して い くこ と

が 重要で あ る．米国 に お ける ク ラ
ーク シ ッ プで は薬学部

の 臨床系教員が 指導薬剤師 と して 現場 で 学生 を指導す る

ケース が 多 く，大 学 の PBL で 用 い られ る課 題 （シ ナ リ オ）

は この 臨床系教 員が 臨床現場 か ら症 例 に係 わ る 問 題 点を

フ ィ
ー

ドバ ッ クす る こ と に よ りそ の 質の 高 さが維持され

て い る
d31 ．今後，日本 に お い て も6年制 カ リ キ ュ ラ ム の

導入 に と もない 病院お よび 薬局薬剤師 に よ る 協力体制 の

も と，教育価値の 高 い PBL の 課題（シ ナ リ オ）作成 に取 り

組 んで い く必要が ある．

4． PBL に対す る学生 お よび教員の 評 価

　今 回 の 調査 に お い て，PBL に 対す る 学生お よ び 教員

の 評価 に つ い て は
，
PBL が 学習態度 と コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ

ン 能力 の 向上 に 有用 で あ る こ とが 挙げ られ，こ れ らの 評

価 は 学 生 側 と教 員側 と で 共 通 し て い た．実際 に PBL

テ ユ
ート リア ル の 効 果 の ひ とつ と して，PBL 形 式 の 授

業を受け た学生 の 学 習 意欲 が 向 上 し た と の 報 告 が あ

る
16〕．PBL に対す る学生側 の 問題点 と して，通常 の 講義
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もあ る た め訓査の 時間が足 りず，負担 も大 きい こ とが 取

り上げられ た．こ れ に は 障害 とな っ て い る過密 カ リ キ ュ

ラ ム を再編す る 必要 が あ る．一
方，PBL に 対す る教員

側 の 問題点 と して は
，

テ ユ
ーター

の 介入 方法 とい っ た技

術的な問題 や PBL を 導入す る対象学年の 問題，さ らに，

授業 の 運 営方法や 時間 と人 手が か か る こ とが 取 り上 げ ら

れ た，し か し，PBL の 導 入 に と も な う課 題 は多 い もの

の ，教員 の 多く は PBL の 必 要 性 ・有用 性を強 く認識 し

て い る こ とが 示唆 され た．

5， 薬学教育における PBL の 有用性 と今後 の 導 入へ の

期待

　今回 ， 薬学教育 へ の PBL の 導入状況 に つ い て 調査を

行 っ た 結果 ， 現時点 で の PBL の 導入率 は低 く，PBL の

導入 に 際 し，教員 の 経験（理 解）不足 や 人員不足 な どの 課

題 は ある が，多 くの 大学が 臨床薬学 に 向 け た PBL 教育

の 必要性 を感 じ て い る こ と が 明 ら か に な っ た ．PBL 形

式の授業は さ まざまな修飾，応用 が 可 能で あり，
こ れま

で PBL を実践す る 大学がそれぞれ 工 夫 を凝 らす こ と に

よ っ て ，発展，進化 して きた．日本 の 薬学教育 に お ける

改革の 目的 は
， 薬学 の 基礎的知識 ・技術 に 加 え，医療人

と して の 高 い 倫理観，教養 を持ち，か つ 医療現場で 通用

す る 実践力 の ある 薬剤師の 育成 を 目指す こ とに あ る．薬

剤師が 患者中心 の 医療 にチ ーム の 一員 と して 参画 す る た

め に は，診療記録の 記 録 か ら患者個 々 の 情報 を正確 に把

握 し，薬 物 療法 に係 わ る 問 題 の 解決 に向 け た 迅速 な対応

が 求 め られ る ．PBL テ ユ
ート リ ア ル 教育 は 臨床現場 を

シ ミ ュ レ
ー

トす る こ と に よ り，よ り実践的に 種々 の 診療

情報 を集約 し，理解す る方法を学ぶ 「技能」教育として

有効か つ 必 要な 教 育 で あ る．こ の よ うな教 育が 薬 学教 育

に 精力的に導入 さ れ，今後の薬剤師に求め られ る専 門 的

な 職能を習得させ る 上 で 有用な手段 と成 り得 る こ とを期

待 して止 まな い ．
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